











学位授与年月日平成 2 3 年 3 月 2 5 日
































































































































第 5 章では、メタル悌同酸性成分可除去による微粒化の可能性lこついて検討を行った。第 3 章で判明したイッ
トリウムやアルミニウムなどの焼結防止剤のメタル粉先端における偏析しているという評価結果をもとに、錯
化剤、還元剤による除去による酸化膜体積低減を検討した。そして、鉄、コノ勺レトと言うメタル粉の主成分の
溶出なして、表面酸化膜の除去を達成した。この処理により、而t1展性が劣化するが、アニール処理を行うこと
で、磁気特性が回復することも見いだした。
第 6 章は結論である。
以上のように、本研究は、 21 断己を支える環境負荷の最も少なしオ育報言議赴摘を支える磁|生瓶事再発の指針を
も与える結果となった。さらに、乾甫去で進められている光証録よりも磁気ま録が優れている一面を明確に示
している。さらに磁気註甥産業の発展を可能にする技術を提案しており、さらなる発展が期待できる。十分に
対抗できる現在
よって，本論文は博封判予の学位論文として合格と認める。
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